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2016年時点での 65歳以上の高齢者人口は 3461万人となっており，総人口に占める割合
は 27.3%という超高齢社会に突入している．高齢者の内，要介護（要支援）認定者数は 600
万人を超え，高齢者の約 18%を占める人が介護を必要としている．その介護が必要になっ
た原因の第 1 位は脳卒中で 21.7%を占める．脳卒中による片麻痺といった運動障害に対し
て，回復においてよい成果を挙げるには早期から十分なリハ訓練を家庭でも実施すること
が必須であるといわれている．加齢に伴う筋力低下や，脳卒中などの脳血管疾患による運
動障害によって，日常生活動作における随意的な運動が難しくなることで，寝たきりやリ
ハビリへの意欲低下を引き起こす．その結果，高齢者の生活の質の低下が社会問題になっ
ている．また一方で，高齢者の人口は増加の傾向にあるが，生産人口（15～64 歳）は減少
の傾向にあり，要介護者と介護従事者の不均衡は深刻な問題である．この問題の解決方法
として，高齢者が日常生活動作を自らの能力で行う自立した生活を送ることが考えられる．
そこで自立生活を送るための方法の 1 つとして，日常生活動作を機器によってアシストす
ることで，自らの体を使って自立した生活を送ることが考えられる．その食事支援機器は，
机上においたロボットアームをジョイステックやスイッチで操作することにより，食事を
口に運んでもらう手法が多く用いられている．このような手法では使用者は機器により食
べさせられているという印象を受け，自立した生活とは言い難い．ある程度随意性が残っ
ている患者がこれらの機器を用いると，筋肉が減少してしまい，さらに身体を動かすこと
が難しくなってしまう問題が考えられる．そこで本研究では日常生活動作のアシストのた
め，上肢支援システムにおいて，自分自身の筋肉で動作させるために筋電位を用いて食事
支援が可能なシステムを開発した．またもう 1 つの解決方法として，リハビリテーション
を機器によって家庭でも行うことが考えられる．しかし上肢や指のニューロリハビリテー
ションシステムは多く研究されているが，歩行において重要な役割を担う足関節へのニュ
ーロリハビリテーションの研究は多くない．そこで，足関節リハビリシステムによる機器
によって関節を動かす他動時の脳・筋電位を計測し，ニューロリハビリテーションに向け
た，より効果的な手法を調査した．また実際の療法士が行うようなリハビリ動作が可能な
システムを開発した．これら空気圧シリンダを用いた人間支援システムについて報告する． 
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